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１．研究計画の概要 
本研究では，伝統的な木組み仕口・接合部，

土塗り壁や差鴨居など伝統軸組構造のディ
テールを実験的，解析的に解明したうえで，
木組み仕口・接合部などの構造ディテールの
設計法を開発するとともに，伝統構法に特有
な柱脚仕様である礎石建てにおける注脚の
滑りや水平構面の変形など構造力学的に解
明し，伝統木造建築物の構造解析法および構
造設計法を開発する。 
２．研究の進捗状況 
本研究では，①構造ディテールの構法と

力学的解明，②構造ディテールの設計法，

③伝統木造建築物の構造解析法，④伝統木

造建築物の構造設計法，の分担課題に分類

して実施しており，以下の成果が得られた。 

①構造ディテールの構法と力学的解明 

伝統構法の仕口の基本的なめり込み特性を

解明するために，パステルナーク・モデルを

弾塑性域に拡張して回転めり込みの復元力特

性を定式し，貫仕口を持つ架構の復元力特性

を明らかにした。また最も基本的な仕口で

ある長ほぞ込栓打ちの構造性能と想定さ

れる破壊モードを明らかにし，仕口耐力の

推定式を提案した。 

②構造ディテールの設計法 

壁土を構成する粘土，砂，スサの配合から壁

土作成の指針が得た。また，壁土材料試験体

の定温乾燥機による早期乾燥法を開発し自

然乾燥と同等の試験体が作成可能になった。

土塗り壁の挙動推定の数値解析手法を開発

し，繰り返し履歴の形状も含めて良好な推定

が可能であることが分かった。 

③伝統木造建築物の構造解析法 

伝統構法の木造建築物では，水平構面の変形

は重要な課題であるが，水平構面の変形の影

響を解析的に評価した。また，柱脚の滑りを

解析的に把握するため，解析法を開発し，実

大振動台実験による柱脚の滑りやロッキン

グ挙動について明らかにするとともに解析

法の妥当性を検証した。 

④伝統木造建築物の構造設計法 

伝統木造建物の耐震性能を検証するために，

新潟県中越地震の被害調査，金沢市域や京都

府北部における伝統的な建物の構造詳細調

査を実施し，建物の耐震性能を限界耐力計算

により評価し，今後の設計法構築のデータと

して集積した。弾塑性パステルナーク・モデ

ルによる伝統木造柱貫仕口の回転めり込み

の復元力特性を用いて門型架構のシミュレ

ーション解析を行い，伝統構法木造建築物の

変形能力が大きいことと崩壊のメカニズム

を解明した。今後，構造ディテールに基づく

構造設計法，特に耐震設計法の構築を図る。 
３．現在までの達成度 
①当初の計画以上の成果が見込まれる。 
2007 年６月に建築基準法改正では建築確
認・検査が厳格化され，以後，限界耐力計算
によって設計がなされていた伝統構法の建
物は，確認申請の受付や工事の着工が著しく
減少した。また，伝統構法の構造安全性に係
わる検討項目が多く，確認申請の円滑化の観
点から検討項目の見直しも要望されている。
このように伝統構法の危機的な状況で，本研
究が目指している伝統構法の構造力学的解
明や設計法の構築に強い関心が向けられ，本
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研究の研究促進にもなっている。また，本研
究では，実験を実務者にも公開して実施して
きており，これら公開実験にも多くの実務者
が強い関心を持って参加し，試験体の製作や
実験の遂行にも協力的であり，実験の実施が
大いに進んでいる。以上のように，実務者等
の強い要望や高い関心のもとに，本研究は計
画以上に進展しており，論文 72 編，学会等
の発表 94 編と多くの成果が得られている。 
４．今後の研究の推進方策 
①構造ディテールの構法と力学的解明 
伝統構法の仕口接合部など構造ディテー
ルの要素実験等を実施して仕口接合部の
力学的に解明する。伝統構法木造軸組が大
変形に至るまでの弾塑性解析が可能な仕
口接合部など構造ディテールの解析モデ
ルと解析法を構築する。 
②構造ディテールの設計法 
伝統構法の復元力特性の評価法を発展さ
せて仕口部の構造設計法を開発する。土壁，
小壁の詳細な数値解析法を改良・発展させ
て土壁，小壁の設計法に展開する。 
③伝統木造建築物の構造解析法 
伝統構法木造軸組の立体的な力学モデル
を基に静的および動的構造解析解析法を
導き，水平構面の変形や柱脚の滑りの効果
などを調べる。また実大振動台実験によっ
て，構造解析法を検証する。 
④伝統木造建築物の構造設計法 
具体的に伝統構法木造建物を想定した事
例設計を行い，本方法の問題点の検出と改
良を重ねて，設計法の提案につなげる。 
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